
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
景
気
低
迷

に
よ
る
税
収
入
の
減
少
な
ど
、
市
の
行
財
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
た
び
、
こ
う
し

た
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
23
年
〜
26
年
を
計
画
期
間
と
す
る
県
都

『
あ
き
た
』
改
革
プ
ラ
ン(

第
５
次
秋
田
市
行

政
改
革
大
綱)

を
策
定
し
ま
し
た
。「
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
改
革
」「
財
政
運
営
の
改
革
」「
組

織
・
執
行
体
制
の
改
革
」
の
３
つ
を
柱
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を
掲
げ
て
、
市
民
と

と
も
に
新
た
な
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

複
雑
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
自
助(
個
人
や
家
族)

・
共
助(

地

域
社
会)

・
公
助(

行
政)
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

地
域
社
会
の
形
成
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
家
族
・
地
域
の
絆
づ
く
り
や
市
民
協

働
・
都
市
内
地
域
分
権
の
さ
ら
な
る
推
進
に
加

え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
力
が
結
集
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
に

な
る
「
新
し
い
公
共
」
の
推
進
に
向
け
た
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
業
務
の

民
間
委
託
や
保
育
所
・
老
人
福
祉
施
設
の
民
間

移
行
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
は
か
る
た

め
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
・
手
続
き
の
改
善
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
が
市
政
に
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市

か
ら
発
信
す
る
情
報
量
や
対
話
の
機
会
を
増

や
す
な
ど
、
市
と
市
民
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
公
共
施
設
の
利
活
用
の
検
討
や
施
設

使
用
料
な
ど
の
見
直
し
も
行
い
ま
す
。

市
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
減
少
、
市
の

貯
金(

基
金)

に
頼
っ
た
予
算
編
成
な
ど
、
市

の
財
政
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
将
来
の
財
政
見
通
し
を
し
っ
か
り

と
立
て
、
歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ

転
換
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
の
事
務

事
業
を
改
め
て
見
直
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
る

経
営
資
源
の
最
適
配
分
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
税
な
ど
の
未
収
金
対
策
の
強
化
、
広
告
料
な

ど
の
新
規
財
源
の
開
拓
な
ど
も
行
い
な
が
ら
歳

入
確
保
に
努
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な

財
政
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
に

は
、
常
に
変
化
を
続
け
る
社
会
経
済
情
勢
に

適
応
し
た
行
政
組
織
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
合
理
性
や
効
率
性
が
求
め
ら
れ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
安
心

も
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
員
数
の
適
正
化
、
機
構
の
見
直
し
、
危
機

管
理
の
強
化
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る

ほ
か
、
市
立
秋
田
総
合
病
院
、
上
下
水
道
局
、

中
央
卸
売
市
場
、
公
立
美
術

工
芸
短
大
、
大
森
山
動
物
園

に
つ
い
て
は
、
経
営
の
健
全

化
な
ど
の
視
点
か
ら
体
制
の

見
直
し
を
は
か
り
ま
す
。

県
都
『
あ
き
た
』
改
革
プ
ラ
ン
は
、
市
民
相

談
室(

市
役
所
１
階)

、
土
崎
支
所
、
西
部
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

県
都『
あ
き
た
』

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

市
が
取
り
組
む
べ
き
行
政
改
革
の

方
向
性
を
示
す
、
県
都
『
あ
き
た
』

改
革
プ
ラ
ン(

第
５
次
秋
田
市
行
政

改
革
大
綱)

を
策
定
し
ま
し
た
。

総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
０
７

新
し
い
公
共

の
推
進
を
軸
に

①
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革

合
理
的
か
つ
効
率
的
な
組
織
に

③
組
織
・
執
行
体
制
の
改
革

市
民
と
と
も
に
つ
く
る
新
し
い
秋
田

●「
秋
田
市
は
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
る
市
民
の

割
合
を
75
㌫
以
上
に(

平
成
20
年
度
は
67
㌫)

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
活

動
に
関
心
が
あ
る
市
民
の
割
合
を
60
㌫
以

上
に(

平
成
20
年
度
は
43
㌫)

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
活

動
に
参
加
す
る
市
民
の
割
合
を
20
㌫
以
上

に(

平
成
20
年
度
は
９
㌫)

●
市
の
主
要
な
基
金
で
あ
る
「
財
政
調
整
基

金
」
と
「
減
債
基
金
」
の
取
り
崩
し
額
を

平
成
23
年
度
予
算
で
は
30
億
円
以
下
と

し
、
以
降
、
抑
制
し
な
が
ら
26
年
度
に
は

10
億
円
程
度
に
す
る

数
値
目
標

●
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
の
総
職
員
数
を

２
千
990
人
に(

平
成
22
年
は
３
千
263
人)

●
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
の
人
口
千
人
当

た
り
の
職
員
数
を
７
・
12
人
に(

平
成
22
年

は
７
・
62
人
。
普
通
会
計
ベ
ー
ス)

数
値
目
標

問
い
合
わ
せ

第５次秋田市行政改革大綱

数
値
目
標

安
定
を
第
一
に
選
択
集
中
型

で

②
財
政
運
営
の
改
革

〝新しい公
共〟って

どういうこ
と？

福祉、環境保全、交通など
のさまざまな公共サービス
を、行政だけでなく、住民
やＮＰＯ、民間企
業などが協働・連
携しながら提供し
ていくことだよ！

秋田市

県都『あきた』
改革プラン

広報あきた 平成23年２月４日号05
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